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事
実
上
の
脱
社
会
保
障

高すぎる国保料を告発
大阪社保協が記者会見

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

高麗時代・12世紀後半～13世紀前半
高19.2cm、幅23.9cm×16.4cm
大阪市立東洋陶磁美術館蔵

（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
（写真：六田知弘）
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幻の高麗青磁 多彩な装飾

　

韓
国
の
高
麗
時
代
（
９
１

８
〜
１
３
９
２
）
に
つ
く
ら

れ
た
高
麗
青
磁
は
、
高
麗
王

朝
の
滅
亡
と
と
も
に
人
々
の

前
か
ら
姿
を
消
し
た
「
幻
の

や
き
も
の
」
。
約
５
０
０
年

の
時
を
経
た
１
８
８
０
年
代

の
初
め
頃
、
副
葬
品
と
し
て

墓
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
高
麗

青
磁
が
世
の
中
へ
出
回
り
は

じ
め
る
。
そ
し
て
１
９
１
１

年
頃
ま
で
に
は
日
本
人
を
は

じ
め
海
外
の
コ
レ
ク
タ
ー
や

文
化
人
の
間
で
関
心
が
高
ま

っ
た
。
こ
う
し
て
近
代
に

「
再
発
見
」
さ
れ
注
目
さ
れ

た
高
麗
青
磁
だ
が
、
実
は
中

国
に
お
い
て
は
当
初
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
北
宋
・
徐
兢
『
宣
和
奉

使
高
麗
図
経
』
や
南
宋
・
太

平
老
人
『
袖
中
錦
』
な
ど
の

文
献
か
ら
う
か
が
え
る
。

宝
相
華
風
の
花
文

　

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
大

阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
所

蔵
の
水
注
は
、
日
本
で
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

高
麗
青
磁
３
点
の
う
ち
の
１

ん
張
っ
て
力
強
く
よ
じ
登
ろ

う
と
し
て
い
る
。
成
熟
し
た

曲
線
で
童
子
の
ま
わ
り
に
描

か
れ
た
満
開
の
宝
相
華
風
の

花
文
は
と
て
も
珍
し
く
、
文

様
に
奥
深
い
広
が
り
を
あ
た

え
て
い
る
。
ま
た
輪
郭
を
黒

象
嵌
で
表
し
、
そ
の
背
景
を

白
土
で
埋
め
込
む
、
い
わ
ゆ

る
「
逆
象
嵌
」
の
技
法
が
文

様
を
一
層
際
立
た
せ
、
把
手

と
注
口
に
は
蓮
の
葉
や
芽
を

あ
し
ら
い
、
白
堆
（
は
く
つ

い
）
と
鉄
彩
に
よ
る
装
飾
が

施
さ
れ
る
な
ど
多
彩
な
技
法

が
見
ら
れ
る
。

技
術
と
表
現
融
合

　

蔓
を
よ
じ
登
る
童
子
の
文

様
は
、
13
世
紀
に
韓
国
・
江

華
島
に
あ
る
禅
源
寺
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
と
さ
れ
る
青

銅
製
の
鉢
に
も
銀
象
嵌
で
表

現
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
、
そ

の
類
似
性
か
ら
仏
教
と
の
関

連
が
う
か
が
え
る
。
豊
穣
の

象
徴
で
も
あ
る
想
像
上
の
花

文
に
現
れ
た
童
子
は
、
仏
教

の
蓮
花
化
生
童
子
を
彷
彿
と

さ
せ
る
と
と
も
に
、
子
孫
繁

栄
の
願
い
が
託
さ
れ
て
い

る
。
当
時
の
人
々
の
思
い

が
、
陶
芸
の
高
い
技
術
や
表

現
力
と
融
合
し
た
逸
品
と
い

え
よ
う
。

（
鄭
銀
珍
・
東
洋
陶
磁
美
術

館
）

大　阪

国宝・重要文化財⑧

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」
の

よ
う
な
童
子
の
姿
が
見
え

る
。
童
子
は
目
を
細
め
て
微

笑
み
、
両
手
で
蔓
を
握
り
し

め
、
右
足
は
蔓
の
下
に
ぶ
ら

下
が
り
、
曲
げ
た
左
足
を
踏

点
で
、
高
麗
青
磁
を
代
表
す

る
名
品
の
１
つ
で
あ
る
。

　

水
注
は
茶
や
酒
な
ど
の
液

体
を
注
ぐ
た
め
の
も
の
だ

が
、
ま
ん
ま
る
な
胴
体
に
、

蔓
（
つ
る
）

を
よ
じ
登
る

日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

鱒
見
進
一
氏
（
九
州
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
義
歯
の
実
際

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
】
９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

10
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
６
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円

定
員　

80
人

持
参
物 

『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防
止
対

策
』

※
遅
刻
・
早
退
さ
れ
る
と
修
了
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

歯
初
診
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

【
会
員
本
人
限
定
】
施
設
基
準
研
修
会

日
時　

11
月
16
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
７
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円

定
員　

80
人

持
参
物 

『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防
止
対

策
』

※
遅
刻
・
早
退
さ
れ
る
と
修
了
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

歯
初
診
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

【
会
員
本
人
限
定
】
施
設
基
準
研
修
会

日
時　

９
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

津
田
康
博
氏
（
東
大
阪
市
開
業
、
労
働
衛
生
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

歯
の
酸
蝕
症
特
殊
健
診
の
実
際
〜
明
日
、
依
頼
の
電

話
が
来
た
ら

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】
大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

無料相談

法
律　

９
月
５
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

雇
用　

９
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

９
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

大阪社保協大阪社保協

全市町村全市町村
アンケートアンケート

学校歯科健診

崩
壊
は
子
ど
も
の
家
庭
環
境

を
知
る
上
で
重
要
な
指
標
に

な
る
が
、
約
６
割
の
自
治
体

が
実
数
を
把
握
し
て
お
ら

ず
、
学
校
任
せ
と
な
っ
て
い

る
。

　

口
腔
崩
壊
の
児
童
数
を
把

握
し
て
い
る
自
治
体
で
も
、

子
ど
も
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
大
阪
市

で
は
全
児
童
の
状
況
を
把
握

す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー

ト
を
導
入
し
、
子
ど
も
の
課

題
に
応
じ
た
支
援
に
繋
ぐ
、

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中

で
受
診
勧
奨
を
す
る
場
合
も

あ
る
が
、
医
療
機
関
へ
の
同

行
は
制
度
と
し
て
ま
だ
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
た

だ
、
大
阪
市
内
の
一
部
の
区

で
は
受
診
に
同
行
し
た
と
い

う
事
例
も
あ
っ
た
。
制
度
と

し
て
受
診
の
同
行
が
位
置
づ

け
さ
れ
る
よ
う
、
行
政
へ
働

き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

以
上
あ
る
（
口
腔
崩
壊
）
児

童
数
を
尋
ね
た
も
の
。
小
学

校
で
は
17
自
治
体
（
39
・
５

％
）
、
中
学
校
で
は
16
自
治

体
（
37
・
２
％
）
し
か
口
腔

崩
壊
の
児
童
数
を
把
握
し
て

い
な
か
っ
た
。

　

子
ど
も
の
口
腔
崩
壊
の
理

由
に
は
、
親
の
理
解
不
足
や

経
済
的
困
難
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
経
済
的
困
難
や
、
時

間
や
精
神
的
余
裕
が
な
い
た

め
、
ネ
グ
レ
ク
ト
に
繋
が
っ

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
口
腔

　

大
阪
社
保
協
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
、
大
阪
府
内
の
約

４
割
の
自
治
体
し
か
口
腔
崩

壊
の
児
童
数
を
把
握
し
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
大

阪
府
内
の
自
治
体
に
、
小
学

校
お
よ
び
中
学
校
に
お
け
る

歯
科
健
診
で
、
う
蝕
が
10
本

　

協
会
が
常
任
幹
事
団
体
を

務
め
る
大
阪
社
会
保
障
推
進

協
議
会
は
７
月
28
日
、
大
阪

市
内
で
記
者
会
見
し
、
国
民

健
康
保
険
料
が
高
騰
し
て
い

る
問
題
を
報
告
し
た
（
写

真
）。

　

国
保
料
を
め
ぐ
っ
て
は
、

当
時
の
橋
下
徹
知
事
が
「
改

革
」
の
目
玉
と
し
て
府
内

「
統
一
化
」
を
推
進
。
そ
の

結
果
、
毎
年
の
よ
う
に
値
上

げ
が
続
き
、
極
め
て
高
い
国

保
料
に
な
っ
て
い
る
。

　

所
得
１
０
０
万
円
の
４
人

家
族
の
モ
デ
ル
世
帯
で
は
、

府
の
統
一
保
険
料
は
20
万
円

を
超
え
る
が
、
京
都
市
16
万

７
９
４
６
円
、
名
古
屋
市
12

万
７
７
３
３
円
と
比
較
し
て

も
著
し
く
高
く
な
っ
て
い

る
。
ひ
と
り
親
世
帯
の
女
性

は
、「
４
つ
の
仕
事
を
か
け

も
ち
し
て
10
万
円
の
収
入
で

ギ
リ
ギ
リ
の
暮
ら
し
。
国
保

料
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て

い
る
」
と
訴
え
た
。

医
療
制
度
は
憲
法
25
条
の
生

存
権
を
保
障
す
る
も
の
で
あ

り
、
社
会
保
障
制
度
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
は
論
じ
る
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
、
日
経
提

言
は
医
療
を
産
業
に
転
換
す

る
と
明
記
し
た
。
事
実
上
、

脱
社
会
保
障
を
宣
言
し
た
に

等
し
い
内
容
だ
。

　

提
言
は
提
供
体
制
や
患
者

負
担
、
給
付
の
あ
り
方
に
つ

い
て
抜
本
的
な
転
換
を
訴
え

て
い
る
。
い
ず
れ
も
医
療
の

サ
ー
ビ
ス
産
業
化
を
基
本

に
、
徹
底
し
た
給
付
削
減
・

患
者
負
担
増
を
求
め
る
内
容

だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
医
療
・

社
会
保
障
の
重
要
性
が
高
ま

る
な
か
、
公
的
医
療
保
険
制

度
の
役
割
を
縮
小
さ
せ
る
同

提
言
は
国
際
的
な
潮
流
に
逆

行
す
る
「
改
革
」
に
な
っ
て

い
る
。 

（
つ
づ
く
）

　

日
本
経
済
新
聞
社
と
日
本

経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
で
つ
く

る
医
療
改
革
研
究
会
が
６
月

20
日
に
「
医
療
改
革
」
提
言

の
最
終
報
告
を
ま
と
め
た
。

医
療
の
専
門
団
体
で
も
な
い

民
間
企
業
が
「
医
療
改
革
」

を
提
言
す
る
こ
と
に
強
い
違

和
感
を
覚
え
る
が
、「
骨
太

の
方
針
」
に
も
通
じ
る
医
療

・
社
会
保
障
改
悪
の
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

提
言
の
冒
頭
で
は
、
医
療

制
度
を
次
の
よ
う
に
位
置
付

け
て
い
る
。「
医
療
を
よ
り

患
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

に
転
換
さ
せ
、
日
本
経
済
の

成
長
の
原
動
力
に
す
る
」。

口腔崩壊の児童数を把握
している自治体　　　　
大阪市 島本町
大東市 交野市
大阪狭山市 富田林市
河南町 河内長野市
岸和田市 泉佐野市
阪南市 岬町
摂津市 忠岡町
藤井寺市 田尻町
太子町
※ 太子町のみ中学校の児童数
の回答なし

自
治
体
６
割
把
握
せ
ず

 
子
ど
も
の
フ
ォ
ロ
ー
が
課
題

口腔崩壊

を読む

日経
」「医療改革

提言
（上）


